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原稿・情報をお寄せください

□お店探訪（２～９ページ）
ユニークな経営、集客、地域活動などを行ってい

る生衛業関係のお店をお知らせください。自薦・他
薦を問いません。
□特相員だより（18ページ）

生衛業の開店・融資・経営などの相談にまつわる
成功・失敗談やエピソードなど。
□せいえい短信（19ページ）

中央・地方、団体・個人を問わず、生衛業に関す
る情報・話題をお寄せください。
□センターにゅうす

都道府県の各生活衛生営業指導センターで計画
中、あるいは実施した特色ある企画や活動など。
□その他、ご意見や提言
□投稿方法

郵送、Fax、E-mailで。郵便番号、住所、氏名
（匿名希望の場合はその旨を）、電話番号などの連絡
先を明記してください。
□送り先
〒111－0051
東京都台東区蔵前３－15－１エスピービル
菅原印刷株式会社　生衛ジャーナル制作部
Tel : 03-5687-2211（代）Fax : 03-5687-2310
E-mail : journal@sugawara-p.co.jp

元気発進、地域から発信！

自分たちの足元を見
つめ直したうえでの
「エコロジー実践」
―今号の特集テーマ
「エゴを排し、エコに
挑む」に登場していた
だいた３店を取材して
の印象だ。声高に言う
前に、彼らはずっと前
から“先達”としての
実績をあげてきた。
「時の話題」は空き

店舗対策と店主育成事
業を合体させた「らー
めん寺子屋」。こちら
もアイデアとやる気が
地域を元気付ける発信
基地となっている。
特集のシンボル・キ

ャラクター、カニ（イ
ラスト）さん、今年こ
そ不況をカットし、ア
ワてるほどアワただし
い年にしてください。
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平成15年の年頭に当たり

まして、謹んで新年のご挨拶

を申上げます。

旧年中、皆様方から当セン

ターの諸事業に特段のご高配

を賜りましたことに対しまし

て厚く御礼申上げます。

生衛業に携わっておられる

皆様方には地域社会に密着し

た営業のなかで、公衆衛生の

維持・向上、国民生活の質の

向上にご尽力されておられる

ことに対しまして、心から敬意を表する次第で

あります。

さて、長期化した景気の低迷、戦後では初め

て遭遇するデフレ現象、空前の失業率の上昇に

加え、国際情勢の不安定化でますます先行き不

透明感を強くし、厳しい状況にあります。国全

体、社会全体が方向性を見失って元気がなくな

っており、生衛業にとっては、雇用状況の悪化、

消費活動の不振による売上げの減少は大きな痛

手で、経営環境は極めて深刻であります。国民

を元気づけるのが生衛業界の仕事であり、その

業界が元気を無くすと国全体が元気を無くして

しまいますので、業界の活性化が急がれるとこ

ろです。

このような状況の中で、全

国生活衛生営業指導センター

は、全国の生衛業者の資質の

向上を図るための研修や生衛

業に関する最新情報の発信を

しながら、個々の生衛業者の

自主的、主体的努力を経営指

導や情報提供の面から積極的

に支援し、業界の活性化と発

展に繋げる努力を重ねていか

なければならないと痛感いた

しております。

新時代に即応した生衛業界のさらなる発展の

ために、生衛業界の目指す方向性、支援体制等

の制度化が図られた「生衛振興法」の精神を最

大限活かし、また、当センターの機能を十分に

発揮しながら一層の努力を重ねる所存でござい

ますので、引続きご支援ご協力を賜りますよう

お願い申上げます。

おわりに、本年が生衛業者及び関係者の皆様

にとりまして、よい年となりますことをお祈り

いたしまして年頭のご挨拶とさせていただきま

す。

生衛業者の自主的・主体的努力を

経営指導や情報提供で支援

（財）全国生活衛生営業指導センター
理事長

山下　眞臣
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特集 エゴを排し、エコに挑む 

店のショーケースには幾種類

もの量り売りの鶏肉が並ぶ。新

鮮な卵は、パック入りでなく裸

積み。店の奥には肉をさばく調

理場がある。昔ながらの「かし

わ屋」の雰囲気を漂わせる「名

古屋コーチン工房　鳥勝（とり

かつ）」。地元商店街が発行する

「エココイン」を仲立ちにして、

店と客がスクラムを組んでゴミ

の減量と環境保護に取り組んで

いる。（文中敬称略）

「いらっしゃい。おいしい若

鶏が入りましたよ。お父ちゃん

の好きな焼き鳥にぴったりだ

よ」

店の主人、石原勝昭は、口ひ

げをたくわえ一見、うるさ型の

シェフのようだが、気さくな語

り口でお客と応対する下町のお

やじさんだ。

父親の代から数えて50年余、

この地でかしわ屋を営んでい

る。店の名前は父親が息子の名

前から取った。石原さん自身も

本格的に店を手伝い、切り盛り

するようになって40年経つ。

名古屋の表玄関、ＪＲ名古屋

駅太閤通口（新幹線口）から西

へ約1.5㌔㍍の「新大門商店街」

の一角にある。一帯はかつて花

街として栄え、名楽、賑、羽衣、

日吉などの古い地名が残る。近

くには太閤秀吉の生地を祭った

神社もある。

戦前の古い格子戸の飲み屋が

軒を連らね、古い下町情緒を残

しているかと思えば、

大型スーパーや近代的

なパン屋も。新しさと

古さが混じり合って、

年代を問わず親しみの

わく商店街だ。

「鳥勝」は、新大門

商店街のほぼ中心に位

置する。鶏肉はすべて

組合の市場を通じて近

郊や岐阜県産のものを

売っている。力を入れ

ている名古屋コーチン

は愛知県農業試験場な

ど２か所で育てられた

純系種で、生産者の顔

が分かるように１羽１

羽、ナンバーを入れた

生産者シールが張って

ある。

店の奥の調理場で

は、主人の石原が、太

い桧の丸太をばっさり

半分に製材した長さ

1.9㍍、幅70㌢のまな

板２台を使い、その日

売る肉をさばく。お客

と歯切れ良く応対する

のは、奥さんの信子

（55）だ。

店に足を踏み入れ最初に「お

やっ」と思うのは、卵売り場の

一角だ。10㌔㌘の鶏卵がその

まま、ちょうどビールケースほ

どの大きさのプラスチックケー

スにあふれんばかりに詰まって

いる。いわば卵のばら売り。ス

ーパーなどで売られている透明

プラスチックの10個入り卵パ

エココイン介し環境保護へスクラム

食鳥肉販売店

「名古屋コーチン工房　鳥勝」

名古屋市中村区賑町23

経営者　石原勝昭（59）

電話052－471－7204

従業員２人

お店探訪

㊤
「
鳥
勝
」
の
主
人
、
石
原
勝
昭
さ
ん
と
妻
の

信
子
さ
ん
㊨
店
の
前
に
立
つ
石
原
さ
ん
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ックを見慣れた目には、少し驚

きだ。一昔前の店先を思い出す。

「環境を守りゴミを出さない

ため、買い物袋、食品密閉容器

などを持ってきた買い物客に

は、いろいろな利点が楽しめる

『エココイン』を差し上げてい

ます」と石原。

「エココイン」は、地元の

「新大門商店街振興組合」（岩田

正理事長、約140店舗）が2000

年春からスタートさせた「町お

こし」と「環境保護・ゴミ減量」

を結びつけたアイデアだ。「環

境に優しい商店街」をキャッチ

フレーズに商店街の若手青年部

が考え出した。10円玉大の大

きさで、鮮やかな金色をしてい

る。

名古屋市の補助金で商店街４

か所に設置した「大門商店街情

報案内システム」（通称・大門

ナビ）。公衆電話に似たボック

スの中に画面でやり取りするナ

ビ装置が設けられ、店情報が映

し出される。さらにエココイン

を投入すると各店舗の割引券な

どのラッキーチケットが当た

る。

商店街では昨年10月から毎

月15、16の両日を「エココイ

ンデー」とした。この日は商店

街に黄色いのぼりが立ち並ぶ。

エココインの交換所を兼ねた店

に持ち込むと、７枚で100円分、

35枚で500円分の商店街共通商

品券と交換出来る。ふだんの日

より３割高で引き取ってくれる

計算だ。

岩田理事長は「エココインは

３万枚ほど流通しています。商

店街でも環境問題に取り組もう

と、1999年から始めた資源ゴ

ミの分別収集のリサイクル・ス

テーションを始めたのがきっか

㊨
新
大
門
商
店
街
で
は
毎
月
15
、
16
の
両
日
、「
エ

コ
コ
イ
ン
デ
ー
」
の
の
ぼ
り
が
立
つ
㊦
㊨
街
角
に

設
け
ら
れ
た
「
大
門
ナ
ビ
」
㊦
㊧
金
色
の
エ
コ
コ

イ
ン
と
天
然
石
け
ん（
左
の
白
い
長
方
形
の
も
の
）、

そ
の
下
は
買
い
物
袋

「環境にやさしい商店街」をキャッチフレーズにエコステーションに資源
ゴミを集め、分別する新大門商店街のみなさん。全員がボランティアだ。

資源回収風景・その１
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けです」と話す。

「環境保護」と口で言うだけ

でなく商店街としても何か具体

的に行動しようと、空き瓶や缶、

発泡スチロールのトレーなど

12種類の資源ゴミ回収を商店

街自らが乗り出した。商店主ら

がボランティアで買い物客から

資源ゴミを集め、分別して業者

に運搬。１回に約10トンの資

源ゴミを回収したこともある。

全国的にも話題となったこの

活動に刺激され、名古屋市は１

年半後にようやくゴミの分別収

集を始めたほどだ。自治体の分

別収集が軌道に乗ったこともあ

って、商店街のリサイクル・ス

テーションは昨年４月、運営を

中部リサイクル運動市民の会

（ＮＰＯ）に引き継いだが、い

までも月に２回、商店街メンバ

ーの料亭駐車場で、古着など客

が持ち込んだ資源ゴミ回収を続

けている。

「鳥勝」では、500円の買い

物を目安に、密閉容器、買い物

袋、籠それに透明プラスチック

製卵パックを再利用して持参す

れば、余分なゴミを出さない

“ご褒美”としてエココイン１

枚をプレゼントする。「ゴミを

出さない心構えがきちんとして

いる客にはうれしくなって２、

３枚あげちゃうけどね」

と石原は笑顔を見せる。

エココインを10枚集め

れば「天然石鹸」１個ま

たは卵入れ用のプラスチ

ック製籠と、さらに30枚

で 「 E C O T O W N

OMON」のロゴが入った

ビニール製買い物袋とそ

れぞれ交換している。

エココインがスタート

する前から、「環境問題を

何とかしよう」と食品密

閉容器などを持参したお

客には消費税分を割引し

て販売していた。エココ

イン制度を導入しても、

それほど戸惑いはなかっ

た。むしろ、卵のばら売り

や肉の量り売りなども、客が必要

なだけ買えるので好評だ。

石原勝昭・信子夫婦は「予想

外に人気です。客の２、３割が

買い物袋などを持参してきます

ね。ごみが出ないと思うと少し

は環境保護に役立っていると思

い、気持ちがいいですよ」とい

う。

客から注文のあった進物用な

どの名古屋コーチンには、信子

のアイデアで無農薬野菜を添え

て発送する。夫婦で山歩きの会

のリーダーを務め、休みの日に

は日本アルプスから近郊の低山

まで自然を楽しむ、根っからの

エコ派だ。
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店の奥で肉をさばく石原勝昭さん

主
婦
　
栗
元
　
典
子
さ
ん
（
40
）

「
私
は
、
こ
の

近
く
の
名
古
屋
市

中
村
区
羽
衣
町
に

嫁
い
で
以
来
、

『
鳥
勝
』
さ
ん
を
ひ
い
き
に
し
て
い
ま

す
。
家
族
は
空
揚
げ
な
ど
鶏
料
理
が
好

き
な
の
で
、
肉
が
柔
ら
か
く
て
お
い
し

く
、
品
質
も
安
心
で
き
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
に
ご
主
人
と
奥
さ
ん
の
気
さ
く
な

人
柄
に
も
ひ
か
れ
て
い
ま
す
。

私
も
無
駄
な
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
こ
と

は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
消
費
者
は
、

単
に
き
れ
い
に
包
装
し
て
あ
る
こ
と
を

あ
り
が
た
が
る
の
で
は
な
く
、
環
境
問

題
に
つ
い
て
も
敏
感
で
い
た
い
で
す

ね
。
私
も
エ
コ
マ
ー
ク
の
入
っ
た
買
い

物
袋
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
何
も
不

便
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
余
分
な
包

装
紙
な
ど
は
自
宅
の
台
所
に
戻
れ
ば
捨

て
る
こ
と
に
な
る
の
で
無
駄
で
す
。
エ

コ
コ
イ
ン
は
楽
し
み
に
た
め
て
い
ま
す
」

私
の
お
気
に
入
り

資源回収風景・その２

生衛ジャーナル1月号_pdf  03.1.28 15:34  ページ 4



生衛ジャーナル　2003/1 5

東京都墨田区では、水不足解

消のひとつの策として、雨水タ

ンク設置助成を行っている。こ

れはマンションや事業所、一般

家庭に雨水を貯めるタンクを取

り付ける際に、区が助成金を出

すというもの。しかし、区が本

格的に雨水利用にかかわる以前

から、民間団体の「雨水利用を

進める全国市民の会」は地域で

雨水利用を通して防災まちづく

り活動を展開していた。そのメ

ンバーの一人が伊藤林（しげる）

だ。 （文中敬称略）

「雨水利用を進める全国市民

の会」のコンセプトは、「水資

源、遠くの雨より軒の雨　流せ

ば洪水、貯めれば資源」。

都市がコンクリートジャング

ル化し、大雨が降ると下水道は

機能不全に陥って洪水になって

しまう。その雨水を有効利用し

て生活に生かすことが問われて

いる。また、都市部に住む人た

ちは、ダムがある地域にはたく

さん雨が降って欲しいが、自分

たちの住む地域には水不足にな

らない程度に――と、わがまま

になっている。

しかし、人間は水と共に生か

され、水がなくては生きていけ

ない。そのことを子どもたちに

伝えていかなければならない。

このような背景のもとに雨水利

用の運動が始まった。

「雨水利用を進める全国市民

の会」のメンバー

である伊藤は、当

時、東京都浴場組

合の経営委員でも

あった。風呂屋は

屋根が広い、それ

を利用して地域で

使える水を貯める

ことにしたとい

う。

まず平成３年、

屋上に３㌧のタン

クを設置。その年

の夏は、週末にな

ると豪雨になっ

て、３㌧のタンク

はすぐに満杯にな

った。ところが、

水曜日ぐらいにな

ると、タンクの雨

水は空になったと

いう。

「店の入り口の

わきに『路地尊』

があって、そこか

ら地域の人たちが

雨水を使えるよう

にしているので、

夏はみなさんが利

用したこともあっ

て、３㌧では足りませんでした。

そこで、今度は６㌧のタンクを

設置して９㌧の雨水を貯められ

るようにしたんです」と、伊藤

は話す。

「路地尊」は、防災まちづく

りのシンボルとして墨田区内に

置かれているもの。屋根から集

めた雨水を地下タンクに貯め、

特集 エゴを排し、エコに挑む 

お店探訪

雨水や廃材を有効利用、環境教育も

銭湯「御谷湯（みこくゆ）」

東京都墨田区石原

３－30－８

経営者　伊藤　林（55）

電話　03－3623－1695

定休日　月曜日

㊤
「
路
地
尊
」
の
手
押
し
ポ
ン
プ
で
雨
水
を
汲

み
出
し
て
み
せ
る
伊
藤
さ
ん
㊨
御
谷
湯
の
全
景
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手押しポンプで汲み出すシステ

ムを備え、普段は街の緑を育て

るために、いざという時には防

火用水になる。

御谷湯ではこの他、トイレ、

池、脱衣所・浴場内にある岩に

雨水を流すパイプを通してい

る。岩は先代から伝わるもので、

屋上のタンクから引かれたパイ

プの栓を開くと、岩の間から雨

水が流れ、風情を醸し出してい

る。池にも同じような岩があり、

やはりパイプの栓を開くと、岩

から雨水が流れ出して池に注ぎ

込む。御谷湯を利用する人たち

は、この風情を楽しんでいると

いう。

地域の有志がこうした試みを

していた時、海外から「雨水利

用を進める全国市民の会」に雨

水利用東京国際会議を開いても

らえないかという申し出があっ

た。

しかし、国際会議を民間団体

が主催するには

少々無理がある

と判断し、墨田

区に相談して共

催という形で平

成６年８月に会

議を開いた。

この時、伊藤

は子どもを集め

て「雨水探検隊」

を組織。子ども

の頃から水に親

しむ、水と共に

生きるというこ

とを学ぼうと、

川原へ行って水

辺の動植物の観察をしたり、川

は生活の中でどのようにかかわ

っているのかを考えたり、雨水

で稲を育てようという運動を始

めた。これは学問的なことを学

ぶのではなく、生活を通してい

ろいろなことを学ぼうという活

動だ。

今では、秋田県の夫妻が毎年

稲の苗を送ってくれるので、千

葉県に田んぼを借りて稲を育て

ている。この苗は墨田区内の幼

稚園、小学校、中学校にも配り、

それぞれの園、学校がバケツや

プランターで苗を育てて収穫し

ている。そこで子どもたちは稲

作を経験し、水の大切さを学ん

でいるという。

さらに墨田区はエコストア制

度を作り、当時、フロンガス製

品を使わない理・美容店にエコ

ストアの認証を出した際、理・

美容店だけでなく、いろいろな

業者が参加しなければ意味がな

いということで、御谷湯をはじ

め数件の浴場もエコストアに参

加して電池、空き缶、空き瓶の

回収運動をしている。

こうした廃品回収などのリサ

イクル活動を、伊藤は雨水利用

活動を始める以前から行ってい

た。その活動の一つが、地域の

資源ゴミを回収する拠点になっ

ていることだ。ある時期まで資

源ゴミは町内会館に集めていた

が、会館がビルに建て変わって

上部がマンションになると、区

が廃品を回収する当日でしか資

源ゴミを出せなくなった。する

と、資源ゴミをそれぞれの家庭

でストックしなければならなく

なり、資源ゴミを一般ゴミとし

て出す家庭が増えてしまったと

いう。そこで、伊藤は御谷湯の

「路地尊」の横に銭湯で使って

いたロッカーを置き、そこに資

源ゴミを集めている。

もう一つの活動は、風呂の改

修時に出る廃材を、できるだけ

㊤店先に掲げ
られている看
板㊦「御谷湯」
の番台

防災まちづくりのシンボル
でもある「路地尊」
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少なくすることだ。銭湯の改修

工事は、一般的には古いものを

全部壊して作り直す。ところが、

伊藤は古くても使えるものはで

きるだけ残すようにしていると

いう。

例えばタイル。浴室のタイル

の色がある部分から違うのだ

が、それは10年前に改修した

ときのタイルと、

それ以前に改修し

たタイルの違いで

ある。もちろん、

職人の腕できれい

な模様になって生

まれ変わってい

る。こうした改修

は工事期間が長引

き、タイル・配

管・釜の職人にと

っては難しい仕事

になる。それでも、

分別して手を加え

れば資源として生

きてくる、と伊藤

は話す。

さらに 10年前

の改修時、廃品回

収業の人から２台

のエアコンを譲り

受けた。オーバー

ホール後、男女そ

れぞれの脱衣所に

設置され、今でも

故障もなく動いて

いる。

伊藤はこうした

雨水利用やリサイ

クル活動の他に

も、子どもたちに

入浴のマナーを教えたり、人と

のふれ合いを味わってもらう

「入浴教室」、地域の子どもたち

との廃品回収や清掃活動にも参

加している。地域ぐるみで環境

に対する意識を高め、子どもた

ちを地域で育てようと、できる

ことからやっていく姿勢に感服

させられた。

会
社
員
　
青
木
芙
佐
子

「
子
ど
も
同
士
が
同
級
生
と
い
う

こ
と
で
『
御
谷
湯
』
さ
ん
を
知
り
ま

し
た
。
以
来
、
二
十
数
年
通
っ
て
い

ま
す
。
や
は
り
、
天
然
温
泉
に
近
い

お
湯
が
気
持
ち
よ
く
て
、
家
の
近
く

に
も
銭
湯
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、

足
を
伸
ば
し
て
で
も
行
き
ま
す
。

ご
主
人
は
雨
水
利
用
の
ほ
か
に

も
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
も
熱
心
で
感
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
夕
食
の
ギ
ョ
ウ
ザ
の
た
れ

が
残
っ
て
、
そ
の
ま
ま
流
し
に
捨
て

て
し
ま
う
と
川
を
汚
染
し
て
し
ま
い

ま
す
。
た
れ
で
川
を
汚
さ
な
い
た
め

に
、
ど
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
水
が
必

要
だ
ろ
う
と
話
し
た
り
も
…
。

一
人
で
も
、
二
人
で
も
『
私
が
気

を
つ
け
る
』
と
い
う
意
識
を
も
つ
こ

と
が
大
切
で
す
ね
。
銭
湯
に
は
若
い

人
た
ち
も
た
く
さ
ん
来
て
い
る
の

で
、
そ
の
人
た
ち
も
雨
水
利
用
に
興

味
を
も
っ
て
く
れ
て
、
環
境
の
こ
と

を
考
え
て
く
れ
る
人
が
一
人
で
も
増

え
て
い
け
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」

私
の
お
気
に
入
り

㊤浴場内にパイプを引き込み、岩の間に雨水を流して
風情を楽しむ㊦雨水利用の池には金魚も泳ぐ

雨水のパイプは屋根から軒先を伝い、
中継器具を経由してモーターのある
タンクに貯められる
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特集 エゴを排し、エコに挑む 

ゴミになるハンガーや包装材

を少しでも減らそうと、仕上が

った洗濯物を入れるバッグを取

り入れたり、再利用できるプラ

スチック製ハンガーを使ったり

するクリーニング店が増えてい

る。東京・稲城市の「㈲ドライ

クリーニング巴屋」もその一つ。

「ハンガーが家にたまるのがも

ったいない」と考える人たちに

ありがたがられている。

（文中敬称略）

店に入ると、名札を差し

込んだ黒い大きなバッグが

ぶら下がっているのが目に

付く。店主の奈良部は、「洗

濯物を持ってきたお客さんの

“マイバッグ”です。出来上

がったらこのバッグで、お客

様にお返しします」と言う。

巴屋では、このバッグで品物

を引き取った客に、スタンプ１

個をサービスしている。スタン

プは売り上げ100円で１個、75

個で、500円相当の家庭用洗剤

や布巾、または店で利用できる

500円の金券と交換できる。

「マイバッグ」は店でも200

円で売っている。バッグは持参

でも構わない。いまは利用者の

約４割が利用しているという。

バッグがない客には、使い捨

てのポリエチレン製の袋に入れ

て品物を渡すが、ポリ袋のコス

トは、一枚10数円～40円。コ

スト以上に、使用後にゴミとな

るポリ袋の使用を少しでも控え

ようと、奈良部が「マイバッグ」

制を始めた。

バッグは、東京都クリーニン

グ生活衛生同業組合（都組合）

が製作したもので、2001年11

月に加盟店に売り出された。巴

屋ではこの１年で200～300枚

が売れた。お得意さんには、別

に150枚を配った。組合による

と、2002年12月までの約１年

で、都内のクリーニング店に約

５万枚が出回った。

丈夫な不織布にコーティング

をしたバッグは、横60.5㎝、縦

51㎝。スーツも、二つに折り

たためば、２、３着は入る。

「衣替えのシーズンには特に

利用が多くなります。たくさん

の衣類を運ぶのに便利ですね」

と奈良部。

宅配も行う巴屋では、不在宅

への宅配の場合、希望する客に

バッグを使う。不透明なので他

人に見られる心配もなく、ドア

ノブにかけておくのに便利だ。

環境を意識してマイバッグの

普及に努める一方、巴屋で

は数年前、ハンガーも針金

製からプラスチック製に替

えた上で、そのプラスチッ

ク製の再利用システムを導

入した。

プラスチック製は、客か

ら回収すると消毒して再利

用する。回収を促すため、

ここでもハンガー10本でスタ

ンプ１個をサービス。再利用で

きない針金ハンガーは家にたま

りがちだが、プラスチック製な

ら再利用ができると、奈良部が

この制度を考えついた。

エコ意識、針金ハンガー追放し マイバッグ導入

お店探訪

クリーニング業

「㈲ドライクリーニング巴

屋」

東京都稲城市大丸124

店長　奈良部　光由（69）

電話　042－377－6143

営業時間　７～20時

（定休は日曜、祭日）

マイバッグ制やハンガー回収制
を編み出した店主の奈良部さん

店内に吊るされたマイバッグ（左）とハンガー回収箱（右）

生衛ジャーナル1月号_pdf  03.1.28 15:35  ページ 8



生衛ジャーナル　2003/1 9

「プラスチック製は、変形、

破損していて、廃棄しなければ

ならないものでも受け取りま

す。お客さんにこの制度の意味

を理解してもらうためのサービ

スです」と、店で働く奈良部の

長女、中田智子は言う。

全国クリーニング生活衛生同

業組合連合会（全ク連）が2002

年１月に5000業者を対象に行

った調査（有効回答3041人）

によると、８割の業者が、客か

らハンガーの回収を頼まれるケ

ースが増えたという。

ただ、プラスチック製であっ

ても回収率は高くない。全ク連

の2001年の消費者調査（対象

1678人）でも、回収されてい

るのは３割に過ぎなかった。さ

らにプラスチック製は、コスト

が針金製の２、３倍。導入その

ものをためらう業者も多い。

組合によると、マイバッグ制

も状況は似ている。好評である

反面、「面倒くさい」と導入を

控える業者も多いそうだ。

「上手な使い方をお客さんに

丁寧にお伝えして協力してもら

えば、この方が便利だと感謝さ

れます」と、中田は言う。

しかし、コスト面では、バッ

グの利用者とハンガー10本の

持参者にそれぞれスタンプを１

個サービスするのでは、採算が

合わない、ともいう。使い捨て

を減らそうとしている店の姿勢

を理解してもらい、客が増える

ことを望むしかない。

店内には、こうした考え方を

説明する貼り紙があった。

「関心がある人には読んでも

らえます」と、次女の奈良部由

紀子が説明する。

巴屋は、南部線稲城長沼駅周

辺で最も古くからある、地元に

根付いた店だ。智子の夫の中田

昌孝がクリーニング師の資格を

とり、店主の妻が経理を担当す

るなど、家族経営の店でもある。

店主が都組合副理事長を務め

ることもあって、環境対策に積

極的な組合の姿勢が、そのまま

経営に反映されているようだ。

環境対策のため、循環型社会

形成基本法をはじめ、容器包装

リサイクル法、食品リサイクル

法、建設資材リサイクル法、家

電リサイクル法など廃棄物関係

法が制定された。

クリーニング業は、クリーニ

ングという役務の提供を業とし

ていて、衣類が商品でないため、

現行ではこの法律の適用外。し

かし、業界では消費者や世論の

意識の変化にともなって、クリ

ーニング業も今後対象になる時

代が来ると予測している。

「行政からの要請、法制化が

あってから動くのではなく、業

界としての対応を前もって準備

しておく必要がある」と、全ク

連の金子征実事務局長は語る。

全ク連では、クリーニング店

からゴミとなるものを家庭に一

切持ち出さないことを目標に、

ハンガーや包装材が不要のガー

メントバッグや折りたたみ式ボ

ックスなど、様々なシステムを

考案し、業界に提案している。

しかし、大半の店では、包装

材やハンガーのシステムが定着

しているため、新しいシステム

への移行については「否定的で

はないにしても、現実的ではな

い」という意見も少なくない。

持続可能な社会を目指し、市

場メカニズムとの両立を図りな

がら、業界の積極的な取り組み

が求められる。

訂正　本誌11月号「お店探訪・和美
容室」の記事中、３㌻「…区の美容利

用券はここでも利用されている」の部

分を「…区の美容利用券は出張美容で

利用されている」に訂正します。同店

では区の利用券を店内では利用してい

ません。

理
容
師

和
知
　
幸
子
さ
ん「

近
所
で
理
髪

店
を
や
っ
て
い
ま

す
の
で
、
も
う
十

年
以
上
も
、
週
に

最
低
で
も
一
度
は
、
巴
屋
さ
ん
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
お
姉
さ
ん
た
ち
の

感
じ
が
良
く
、
洗
濯
も
の
の
仕
上
が

り
が
と
て
も
い
い
こ
と
も
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
ゴ
ミ
が
で
な
い
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
お
店
で
あ
る
こ
と
も

気
に
入
っ
て
い
る
点
で
す
。

包
装
用
の
ポ
リ
袋
や
ハ
ン
ガ
ー
は

家
に
た
ま
っ
て
し
ま
っ
て
、
も
っ
た

い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

そ
う
し
た
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

『
マ
イ
バ
ッ
グ
』
も
、
衣
替
え
の
シ

ー
ズ
ン
に
は
自
宅
か
ら
洗
濯
物
を
運

ぶ
の
に
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」

私
の
お
気
に
入
り

接客中の奈良部由紀子さん
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ー
メ
ン
」
が
四
か
月
で
六
百
万
食
と

い
う
大
ヒ
ッ
ト
に
。
そ
れ
を
目
の
当

た
り
に
し
た
加
藤
会
長
が
「
こ
れ
で

い
け
る
」
と
、「
ラ
ー
メ
ン
寺
子
屋
」

の
店
主
育
成
事
業
を
思
い
立
っ
た
と

い
う
。

”卒
業
ラ
ー
メ
ン
“
販
売

さ
く
ら
通
り
の
一
角
に
あ
る
「
ら

ー
め
ん
寺
子
屋
」
を
昨
年
十
二
月
十

九
日
の
昼
過
ぎ
、
訪
れ
た
。「
第
一

回
卒
業
記
念
・
創
作
ラ
ー
メ
ン
試
食

会
」
と
銘
打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
取
材

の
た
め
だ
。

「
ら
っ
し
ゃ
い
！
」

店
の
奥
か
ら
威
勢
の
い
い
声
が
か

か
る
。
す
で
に
席
は
満
杯
だ
。

五
人
の
生
徒
た
ち
が
白
衣
に
前
掛

け
姿
で
忙
し
く
立
ち
働
い
て
い
る
。

生
徒
と
い
っ
て
も
、
十
九
か
ら
六
十

二
歳
ま
で
と
ま
ち
ま
ち
。
脱
サ
ラ
あ

り
、
定
年
退
職
後
の
第
二
の
人

生
と
し
て
、
あ
る
い
は
す
で
に

”行
列
が
で
き
る
ラ
ー
メ
ン
店

“を
経
営
し
て
い
る
が
、
再
修

業
の
つ
も
り
で

―
と
受
講
の

動
機
も
さ
ま
ざ
ま
。

入
っ
て
す
ぐ
に
腰
高
の
カ
ウ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
十
に
満
た
な

い
席
が
横
一
列
に
並
ぶ
。
カ
ウ

ン
タ
ー
の
向
こ
う
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
床
で
、
左
三
分
の
一
が
長

机
を
並
べ
た
講
義
ス
ペ
ー
ス
、

残
り
三
分
の
二
が
調
理
コ
ー
ナ

ー
だ
。
こ
の
日
は
三
か
月
間
続

け
て
き
た
講
義
、
実
習
の
総
仕

上
げ
で
あ
る
「
創
作
ラ
ー
メ
ン
試
食

会
」
の
二
日
目
。
五
日
間
、
生
徒
一

人
の
創
作
ラ
ー
メ
ン
一
品
だ
け
が
お

客
に
供
さ
れ
る
。

こ
の
日
も
お
客
さ
ん
が
多
い
の
を

見
越
し
て
、
講
義
用
の
長
机
が
中
央

に
寄
せ
ら
れ
、
八
人
ほ
ど
の
客
席
に

早
替
わ
り
し
て
い
た
。

こ
の
日
の
”卒
論
ラ
ー
メ
ン
“
は
、

麺
が
シ
コ
シ
コ
し
た
昔
風
さ
っ
ぱ
り

し
ょ
う
油
ラ
ー
メ
ン
。
飛
び
切
り
と

ま
で
は
い
か
な
い
が
、
機
会
が
あ
れ

ば
こ
の
製
作
者
の
店
を
訪
れ
て
注
文

し
た
い
味
だ
っ
た
。

お
代
を
払
お
う

と
千
円
札
を
出
し

た
ら
、
レ
ジ
担
当

の
若
い
生
徒
が
「
料
金
は
お
客
さ
ん

が
決
め
て
く
だ
さ
い
」。

「
じ
ゃ
あ
千
円
」
と
言
う
と
、
生

徒
と
お
客
の
間
か
ら
小
さ
な
歓
声
が

上
が
っ
た
。

「
千
円
は
、
今
日
初
め
て
」
と
レ

ジ
の
生
徒
が
に
っ
こ
り
。

レ
ジ
そ
ば
の
白
板
に
、
こ
の
日
の

お
客
の
支
払
い
状
況
が
書
き
こ
ま
れ

て
あ
っ
た
。
開
店
か
ら
二
時
間
経
過

し
て
の
数
字
だ
が
、
合
計
三
十
九
人

が

”卒
論
ラ
ー
メ
ン
“
を
味
わ
っ
て

い
た
。
も
っ
と
も
多
い
の
が
五
百
円

の
値
を
つ
け
た
十
七
人
。

「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
店

の
奥
に
声
を
掛
け
る
と
、
「
ま
い

ど
！
」の
合
唱
の
声
が
返
っ
て
き
た
。

不
動
産
業
も
興
味
示
す

卒
業
生
た
ち
は
、
ど
こ
に
店
を
持

と
う
と
自
由
で
、
同
市
内
で
開
店
す

る
場
合
は
、
市
の
制
度
融
資
を
受
け

ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
一
期
生
五
人

の
う
ち
二
人
は
、
商
店
会
の
中
で
開

業
す
る
と
い
う
。

同
商
店
会
の
加
藤
会
長
は
「
安
く

て
手
軽
な
ラ
ー
メ
ン
は
、
世
相
に
最

も
合
っ
て
い
る
。
全
期
が
終
わ
る
こ

ろ
に
は
、
今
あ
る
十
二
の
空
き
店
舗

が
、
す
べ
て
ラ
ー
メ
ン
店
に
な
っ
て

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
札
幌
の

『
ラ
ー
メ
ン
横
丁
』
の
よ
う
な
の
が
、

こ
こ
に
も
生
ま
れ
、
松
戸
の
名
所
に

な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。「
そ
れ

に
、『
寺
子
屋
』
が
テ
レ
ビ
、
新
聞

に
報
じ
ら
れ
て
か
ら
、
不
動
産
屋
が

興
味
を
示
し
、
空
き
店
舗
を
居
酒
屋

に
と
い
う
話
も
舞
い
込
ん
で
い
る
」

と
、
相
乗
効
果
に
大
い
に
気
を
良
く

し
て
い
る
。

受
講
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
、
同
市
商
工
観
光
課
（
０
４
７
・

３
６
６
・
７
３
２
７
）
へ
。

時 の 話 題 
（
11
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

空
き
店
舗
対
策
事
業
と
し
て

四
期
生
ま
で
予
約
”満
席
“

《第１期生のカリュキュラム》（2002年10月）
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空
き
店
舗
が
目
立
つ
商
店
会
を
ラ

ー
メ
ン
店
で
埋
め
て
活
気
を
取
り
戻

そ
う
と
、
千
葉
県
松
戸
市
の
「
五
香

さ
く
ら
通
り
商
店
会
」（
加
藤
銀
治

会
長
）
が
ラ
ー
メ
ン
店
主
育
成
事
業

を
始
め
て
４
か
月
余
り
。「
ら
ー
め

ん
寺
子
屋
」
と
名
付
け
た
育
成
道
場

で
は
、
一
期
生
五
人
が
昨
年
十
二
月

下
旬
、
卒
業
式
を
終
え
て
元
気
に
巣

立
っ
て
い
っ
た
。

新
京
成
電
鉄
五
香
駅

の
西
口
に
あ
る
同
商
店

会
は
、「
商
店
街
の
空

洞
化
」と
い
う
全
国
傾
向
に
漏
れ
ず
、

約
六
十
店
の
う
ち
十
二
店
が
空
き
店

舗
に
な
っ
て
い
る
。
商
店
会
で
対
策

を
検
討
し
た
結
果
、
日
本
人
が
最
も

好
む
食
べ
物
の
一
つ
、
ラ
ー
メ
ン
の

店
で
埋
め
よ
う
と
い
う
話
が
持
ち
上

が
っ
た
。
同
市
が
進
め
る
商
店
街
空

き
店
舗
対
策
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

同
商
店
会
が
企
画
し
た
。
同
市
商
工

観
光
課
も
運
営
に
全
面
的
に
協
力
し

て
い
る
。

３
か
月
間
、
月
謝
60
万
円

校
長
は
同
商
店
会
の
加
藤
会
長
が

務
め
る
。
ラ
ー
メ
ン
作
り
や
食
材
の

仕
入
れ
、
店
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど

は
、
同
商
店
会
で
人
気
ラ
ー
メ
ン
店

「
一
三
湯
麺
（
か
ず

さ
ん
と
ん
み
ん
）
」

を
経
営
す
る
松
井
一

之
さ
ん
（
47
）
が
指

導
。
松
井
さ
ん
は
十
二
年
間
に
わ
た

っ
て
麺
の
開
発
に
携
わ
り
、
一
昨
年

暮
に
は
明
星
食
品（
株
）か
ら
発
売
さ

れ
大
ヒ
ッ
ト
し
た
即
席
麺
「
濃
厚
と

ろ
塩
ラ
ー
メ
ン
」の
製
作
者
の
一
人
。

講
師
陣
に
は
こ
の
ほ
か
、
同
市
商

工
観
光
課
や
松
戸
商
工
会
議
所
の
職

員
も
加
わ
り
、
開
店
資
金
の
借
り
入

れ
や
経
理
、
税
務
申
告
、
人
を
雇
う

た
め
の
基
本
な
ど
を
教
え
る
。

入
学
金
と
三
か
月
の
月
謝
は
計
六

十
万
円
。「
高
い
か
安
い
か
は
そ
の

人
の
判
断
次
第
」
と
松
戸
市
市
民
環

境
本
部
の
鰐
部
博
明
主
査
は
話
す
。

そ
ば
で
「
そ
れ
に
、
夢
も
つ
い
て
く

る
」
と
加
藤
会
長
。

第
一
期
生
た
ち
は
、
麺
の
打
ち
方

か
ら
接
客
、
経
理
ま
で
開
業
に
必
要

な
一
切
を
三
か
月
で
み
っ
ち
り
仕
込

ま
れ
る
。朝
の
８
時
か
ら
深
夜
ま
で
、

出
汁
（
だ
し
）
の
と
り
方
を
教
わ
っ

た
り
、
自
分
な
り
の
味
を
工
夫
し
た

り
で
、
泊
り
が
け
に
な
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。

振
興
策
に
知
恵
絞
る

開
校
し
た
の
は
昨
年
９
月
末
の
こ

と
。
二
〇
〇
五
年
ま
で
に
十
期
の
コ

ー
ス
（
定
員
７
人
）
を
計
画
し
て
お

り
、
第
四
期
ま
で
満
席
と
い
う
盛
況

だ
。「
寺
子
屋
」
の
店
舗
家
賃
は
商

店
会
が
支
払
い
、
生
徒
か
ら
の
授
業

料
計
三
百
万
円
と
、
商
店
会
の
ほ
か

市
、
千
葉
県
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
百
五
十

万
円
の
公
的
補
助
を
受
け
て
運
営
し

て
い
る
。

同
商
店
会
に
よ
る
育
成
事
業
の
手

始
め
は
、
店
ご
と
に
目
玉
商
品
を
考

え
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
「
一
店
一
品
運

動
」。
こ
の
運
動
で
、
ば
ら
ば
ら
だ
っ

た
商
店
会
が
ま
と
ま
り
、
元
気
が
出

て
き
た
（
加
藤
会
長
の
話
）
と
い
う
。

そ
う
し
た
お
り
、
「
一
三
湯
麺
」

の
松
井
さ
ん
が
県
内
他
店
の
三
店
主

と
共
同
開
発
し
た
「
濃
厚
と
ろ
塩
ラ

ら
ー
め
ん
寺
子
屋

㊤
お
客
の
前
で
「
卒
業
記
念
ラ
ー
メ

ン
」
を
作
る
生
徒
た
ち
㊨
「
ら
ー
め

ん
寺
子
屋
」
の
店
先
。
高
校
生
二
人

が
店
先
で
順
番
を
待
っ
て
い
た
。

「
あ
な
た
も
ラ
ー
メ
ン
店
主
に
」

松
戸
の
商
店
会
が
開
校

（
10
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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「特定建築物の範囲の見直し」や「建築物環

境衛生管理基準の見直し」等を主な内容とした

建築物衛生法関連政省令の改正が行われまし

た。

１．特定建築物における「10％除外規定」の撤廃

特定建築物の範囲が見直され、特定用途が占

める延べ床面積が3,000m2以上（学校の場合は

8,000m2以上）であれば、特定用途以外の用途

が占める延べ床面積の大小に関わらず、特定建

築物として本法が適用されることになりまし

た。

２．空気調和設備及び機械換気設備における

「中央管理方式」の限定解除

空気調和設備及び機械換気設備については、

中央管理方式・各室個別管理方式の別を問わ

ず、建築物衛生法に規定する「建築物環境衛生

管理基準（以下、維持管理基準という。）」が適

用されることになりました。

ア．機械換気設備・・・外気を導入して空気

を浄化し、流量を調節して供給することが

できる設備（例：換気扇）

イ．空気調和設備・・・機械換気設備の機能

に加え、温度・湿度を調節して供給するこ

とができる設備（例：ビルマルチエアコン）

３．「ホルムアルデヒドの量」の建築物環境衛生

管理基準への追加

特定建築物において、機械換気設備又は空気

調和設備を用いて空気を供給する場合は、「居

室内空気のホルムアルデヒドの量が0.08ppm以

下になる」ように供給することという維持管理

基準が新たに設けられました。

また、この維持管理基準を満たしているかど

うかを確認するため、以下の条件で、ホルムア

ルデヒドの量を測定することが、当該建築物の

所有者等に義務づけられました。

ア．特定建築物の建築、大規模の修繕・模様

替等を行った際に測定すること

イ．測定時期は、特定建築物の建築、大規模

の修繕・模様替等を行い、その使用を開始

した日以後最初に訪れる６月１日から９月

30日までの間とすること

ウ．測定は、DNPH－HPLC法により測定す

る機器、AHMT法により測定する機器又

は厚生労働大臣が別に指定する測定器によ

り測定すること

４．空気調和設備における「病原体による汚染」

の防止対策の強化

空気調和設備を設置している場合は、レジオ

建築物における衛生的環境の確保に関する法律
（略称：建築物衛生法）関連政省令の改正について

改正政省令の施行期日：平成15年４月１日

主な改正点：

１．特定建築物における「10％除外規定」

の撤廃

２．空気調和設備及び機械換気設備にお

ける「中央管理方式」の限定解除

３．「ホルムアルデヒドの量」の建築物環

境衛生管理基準への追加

４．空気調和設備における「病原体によ

る汚染」の防止対策の強化

５．建築物環境衛生管理基準の適用を受

ける「飲料水」の範囲の明確化

６．雑用水規定の新設

７．ねずみ等の防除方法等の見直し
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ネラ属菌等による室内空気汚染を防止するため

に、以下の措置等が追加されました。

ア．冷却塔及び加湿装置に供給する水は、水

道水を使用すること

イ．冷却塔、冷却水、加湿装置及び排水受け

の汚れの状況等を空気調和設備の使用開始

時及び使用期間中の１か月以内毎に１回、

定期に点検し、必要に応じて清掃等を行う

こと

ウ．冷却塔、冷却水の水管及び加湿装置の清

掃を１年以内毎に１回、定期的に行うこと

５．建築物環境衛生管理基準の適用を受ける

「飲料水」の範囲の明確化

これまでは、飲用目的で供給される水に限り、

「飲料水」としての維持管理基準が適用されて

いましたが、「飲料水」の範囲が明確化され、

飲用目的で供給される水以外にも、給湯水やシ

ャワー水などには、同様の維持管理基準が適用

されることになりました。

６．雑用水規定の新設

清掃用の水や水洗便所用水などに雨水や下水

処理水を用いる場合には、人体への健康被害が

生じないように以下の維持管理基準が新設され

ました。

ア．給水栓における遊離残留塩素濃度を

0.1ppm以上に保持すること（供給する雑

用水が病原生物に著しく汚染される恐れが

ある場合等は0.2ppm以上）

イ．雑用水槽の点検等、水の汚染を防止する

ための措置を講ずること

ウ．散水、修景（観覧用の滝や噴水等）、清

掃に用いる雑用水は、し尿を含む水を用い

ず、かつ、pH値、臭気、外観、大腸菌群、

濁度について、維持管理基準を満たすこと

エ．水洗便所に用いる雑用水は、pH値、臭

気、外観、大腸菌群について、維持管理基

準を満たすこと

オ．遊離残留塩素濃度、pH値、臭気、外観

については、７日以内毎に１回、大腸菌群、

濁度については、２か月以内毎に１回、定

期検査を実施すること

カ．供給する雑用水が人の健康を害する恐れ

があると知った場合は、直ちに供給を停止

し、その雑用水を使用しないよう関係者に

知らせること

７．ねずみ等の防除方法等の見直し

特定建築物における清掃やねずみ等の防除方

法について、これまでは「日常行う清掃のほか、

清掃及びねずみ等の防除を６か月以内毎に１

回、定期的かつ統一的に行うこと」とされてき

ましたが、①日常行う清掃と６か月に１回の清

掃の明確化、②ねずみ等の防除における生息状

況調査の導入、③ねずみ等の防除に殺虫剤等を

用いる場合の人体への安全性の担保、等を目的

とした見直しが行われました。

ア．日常行う清掃のほか、大掃除を６か月以

内毎に１回、定期に、統一的に行うこと

イ．ねずみ等の発生場所、生息場所及び侵入

経路等について、６か月以内毎に１回、定

期に、統一的に調査を実施し、調査結果に

基づき、ねずみ等の発生を防止するため

必要な措置を講ずること

ウ．防除に使用する殺虫剤等は、薬事法上の

製造販売の承認を得た医薬品又は医薬部外

品を用いること

厚生労働省健康局から
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生衛業をとりまくデフレ現象
物価の動向を表わす「全国消費者物価指数」

（総務省）をみると、平成13年は対前年比▲

0.7％となり、比較可能となった昭和46年以降

初めて３年連続で前年を下回りました（図１）。

政府は、平成11、12年と２年連続で物価が下

落したことから、13年３月の月例経済報告に

おいて、「日本経済は緩やかなデフレにある」

と正式に認めており、その傾向は現在まで続い

ています。

生活衛生関係業界においてもデフレ等の影響

により低価格化が浸透しています。「平成13年

度国民生活モニター調査」（内閣府）で、サー

ビス分野において価格の下落が著しいと思われ

る上位10品目には、第１位「外食」第５位

「宿泊代」第６位「クリーニング代」第７位

「理容・美容代」が挙げられています。これら

の価格の下落が著しい品目を取扱う生活衛生関

係業界では、大手チェーン店を中心とした低価

格商品・サービスの提供競争が激しく行われて

います。表１に掲げた事例はその一例です。そ

のなかの企業においても既存店売上が１年以上

に渡って前年割れが続いたり、最新の決算予測

で減収減益見通しとなるなど、大手チェーン店

の低価格戦略にも不透明感が漂い始めていま

す。

生活関連企業における価格動向調査結果
―― 生活関連企業の景気動向等調査から ――

国民生活金融公庫 生活衛生企画部 調査課　杉山　孝一

価格動向調査

生活関連企業の景気動向等調査は、国民生活金融公庫が、財団法人全国生活衛生営業指

導センターに委託して、生活関連企業の景気動向等を把握するため、四半期ごとに実施し

ているものです。今回は、14年７～９月期調査の特別調査として、価格の動向について調

査を実施しましたので、その調査結果の一部をご紹介します。

表１　大手チェーン店の低価格商品・サービス例

業　種 企業名 商　号 内　　容

外食

ホテル

旅　館

クリーニング

理　容
美　容

日本マクドナルド マクドナルド ハンバーガー 80円→59円

リンガーハット リンガーハット 長崎ちゃんぽん 500円→380円

松屋フーズ 松屋 牛丼並 400円→290円

すかいらーく ガスト １品290円の低価格メニュー

ワタミフードサービス 和民 １品280円の低価格メニュー

牛丼並 400円→280円

食事なし １泊4,700円から

食事なし １泊5,000円から

食事なし １泊4,800円から

Ｙシャツ 100円

カット10分 1,000円

セルフブローのカット1,800円

理容・美容ともにカット1,500円

カットのみ1,480円

吉野屋ディーアンドシー 吉野屋

東横イン 東横イン

ワシントンホテル Ｒ＆B

スーパーホテル スーパーホテル

きょくとう コインズ

キュービーハウス ＱＢハウス

田谷 シャンプー

阪南理美容 プラージュ

日鳥大和 ミスダンカン
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資料：総務省「全国消費者物価指数」 

図１　消費者物価指数　対前年比上昇率
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価格の動向（調査結果）
これらの業種について今回実施した価格動向

調査から１年前と比べた主な商品又はサービス

価格の動向をみてみると、「低下」と回答した

企業割合は、稼働率を高めるため同業者間で価

格競争が激しい「ホテル・旅館業」が50.0％と

もっとも高く、続いて、低価格外食チェーン店

との競争から値下げで対抗せざるを得ない「飲

食業」が 26 .8 ％、以下「クリーニング業」

25.2％、「美容業」17.5％、「理容業」13.6％と

なっており、内閣府の調査と同様の傾向を示し

ています（図２）。

また、主な商品又はサービス価格が１年前と

比べて低下したとする689社について価格低下

の要因をみると、「消費者の低価格志向」が

82.8％で第１位となっており、以下「低価格店

の進出」が53.2％、「売上不振による価格の引

き下げ」34.4％の順となっています。

特徴的な事例
この調査において低価格化の影響を受けてい

る企業事例は表２のとおりです。消費者の低価

格志向が広まり、大手チェーン店を中心に低価

格競争が激しく行われているなかで、価格競争

とは一線を画し、独自のサービス提供に努めて

いる企業もみられ、デフレに負けない工夫が求

められています。

価格動向調査

71.1 26.8

80.2 17.5

84.1 13.6

72.9 25.2

46.6 50.0

飲食業 
（N=1,407） 

ホテル・旅館業 
（N=262） 

クリーニング業 
（N=266） 

理容業 
（N=391） 

美容業 
（N=343） 

0％ 100％ 50％ 

上昇 不変 低下 

2.1

3.4

1.9

2.3

2.3

表２　低価格化の影響を受けている企業事例

業　　　種 地　域 事　　　　　　　　　　例

飲食業 大阪府
消費者の低価格志向と客単価の低下は当面続くと思われ、この傾向に対応
するため、ランチの改善・宴会客確保に力を入れサービス面の強化を図っ
ている。

ホテル・旅館業 群馬県
客単価の低下を補うためウィークデーの稼働率を上げる取り組みを行い、
全体として売上を何とか維持している。

クリーニング業 徳島県
夏季の白物衣料は低価格店に流れて厳しかったが、秋物衣料は客単価上昇
が見込めるので、年間を通すと現状維持が精一杯の状況である。

理容業 熊本県
2,000円以下の低価格店が顕在化し、また、調髪サイクルの長期化が定着し
ているが、エステを取り入れるなどサービス面の充実に積極的に取り組ん
だ効果があり、何とか現状を維持している。

美容業 宮崎県
固定客の来店サイクルが長期化し、パーマ客やカット客の減少に加えて、
新規開業や低価格店の相次ぐ出店等、顧客数の減少と客単価の低下により
業況は悪化傾向にある。

図２　価格の動向
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賃貸住宅契約のトラブル防止のために

〈全国消費生活相談員協会消費生活専門相談員　白土　美代子〉

新しい年を迎え、この春から

進学や就職、転職などの機会に

部屋を借りて新しい生活を始め

る人たちがいらっしゃるかと思

います。

賃貸住宅は、契約をすると何

年かはそこで生活をすることに

なります。レンタル契約のよう

に１回限りの契約であれば「今

回は我慢するか」で済みますが、

賃貸借契約では、一定期間そこ

で生活するわけですから、「今

回は・・」となってはいけない

のではないでしょうか。

賃貸借契約では、入居から退

居までの間､様々な使用上の問

題や金銭上のトラブルが発生す

ることがあります。

契約形態も建物の所有者であ

る大家さんと直接賃貸借契約を

取り交わす形態の他に、建物の

管理や契約事務処理が管理会社

に委託されていて大家さんと借

主は接触が無い形態や､建物の

所有者と借主の間に転貸業者が

介在するもの等多様化していま

す。

そういう中で、近年､賃貸住

宅の退居時における原状回復に

ついて、その範囲や費用負担を

巡ってトラブルになってしまっ

た案件が、消費者相談として多

く寄せられています。

例えば「アパートを引払うた

め敷金を清算したところ､２ヶ

月分（計１８万円）預けてあっ

た敷金では足りなくて、あと３

万円を請求されてしまいまし

た。畳､壁紙等、傷を付けない

よう気を遣っていただけに納得

できません。」というものもあ

りました。

そこで、皆さんも賃貸住宅の

契約から退居までのチェックポ

イントを知ることがトラブルの

未然防止につながるのではない

でしょうか。

１　物件を探す－不動産業者を

選ぶポイント

CHECK１

業者の免許番号を確認

店内の「事業票」で免許番号

をチェックします。

宅地･建物の賃貸の代理･媒介

を業として行うには宅地建物取

引業法に基づき宅地建物取引業

の免許が必要です。免許には２

種類あります。２つ以上の都道

府県にわたり事務所を設置して

宅地建物取引業を営む場合には

国土交通大臣の免許、一つの都

道府県の区域内にのみ事務所を

設置して宅地建物取引業を営む

場合には当該都道府県知事の免

許が必要で、法律では必ず店内

に業者票を掲げることになって

います。免許は５年ごとに更新

され､更新されるごとに数字が

１つずつ増えていきますので登

録して何年になるかの目安にな

ります。

CHECK２

「事業者名簿」の閲覧

事業者名簿とは､不動産業者

が免許を取得または更新する際

に､都道府県庁に提出する書類

一式のことです。調べたい業者

の免許番号を控えて､その業者

が業務を行っている都道府県の

担当部署に行き閲覧申請をすれ

ば､その業者の名簿を閲覧させ

てくれます。名簿には､役員､政

令に定める使用人､過去の処分

歴等が記載されていますから、

信用を判断する一つの目安にな

ります。

CHECK３

契約を急がせる業者や現地の案

内をきちんとしない業者

「物件を押さえておくため

に､とりあえずいくらか入れて

ください」などと、申込金等を

要求されることがあります。宅

建業法では､申込金､手付金等、

名目の如何を問わず、契約前に

業者が受取る金銭はすべて「預

かり金」とみなされ､契約が成

立しない場合は返還を拒んでは

ならないこととなっています。

また、非常に条件の良い広告

を出していたのに、問い合わせ

ると、その物件の案内もせず、

｢止めた方がいい｣と他の物件を

むやみに勧める業者はいわゆる

「おとり広告」をしている可能

性もありますので注意した方が

良いでしょう。

CHECK４

業者の規模は信用と関係はあり

ません

生衛ジャーナル1月号_pdf  03.1.28 15:35  ページ 16



生衛ジャーナル　2003/1 17

消費生活相談の現場から

規模と信用は関係ありませ

ん。小さくても長年その土地で

営業してきており､地元の大家

さんから多くの物件の仲介を任

されている信用のおける中小業

者も多いのです。

２　契約を結ぶとき

契約の段取りは､宅地建物取

引主任者によって取引の判断と

なる重要な情報を書面を交付し

て説明することを義務付けてい

ます。これは専門的知識が少な

い借主自身が契約前に調査する

のは難しいからです。

この重要事項説明書には賃貸

住宅契約書に書かれていない住

宅利用上の制約が記載されてい

る場合があり､後で契約の一部

としての効力が認められること

もあり得るので注意が必要で

す。この契約書は詳しければ詳

しいほど当事者間の権利･義務

がはっきりして、後のトラブル

を防止するのに役立つのです

が､賃貸住宅に関する限り詳し

い契約書であればあるほど借主

側に不利益な条項が書かれてい

ることが多いようです。分かり

にくい内容については不動産会

社の人に納得いくまで説明して

もらいましょう。

特に、契約の更新時に家賃と

は別に更新料を支払うケースが

多いようです。その場合､その

旨契約書に明記されているのが

普通です。記載されていれば支

払わなければなりません。借主

と貸主の合意によって賃貸借契

約は成立します。十分に理解す

ることが大切です。

敷金と保証金は退居時に返還

されるという観点から同一視さ

れ､権利金と礼金は返還されな

いことから同一視されていま

す。

契約を結ぶ際に､敷金､保証

金、権利金、あるいは礼金等の

金銭の授受があります。

敷金は､借主の債務を担保す

る目的で貸主に提供する預け金

のことです。家賃の不払いや賃

借物に損害を与えた時に補填さ

れるもので退去時に債務が残っ

ていなければ全額返金されま

す。

権利金は賃料の一括前払い的

性格のもので退去時には返還さ

れません。

礼金は法的根拠はなく､経済

的な慣行です。一度払ったら返

還されません。

３　賃貸住宅を退居するときの

注意点

賃貸借契約が終了すれば、借

主は建物を明け渡さなければな

りません。このときに借主は建

物を元の状態に戻す義務があり

ます。これを原状回復義務と言

います。

原状回復の範囲は物件に改造

などを加えた場合や通常の使用

を超える損耗の場合､さらには

手入れ不良でかびなどの発生し

た場合などがあります。

原状回復については貸主と借

主とでは利害が相反する立場に

あり､建物の使用状況を巡り､と

かくトラブルになりがちです。

原状回復をめぐるトラブルの未

然防止と円滑な解決を目指し､

不動産適正取引推進機構では、

1998年３月「原状回復をめぐ

るトラブルとガイドライン」と

題した小冊子を発行していま

す。

法律的強制力はありません

が、原状回復の考え方について

参考になります。

このトラブルを防ぐために､

入居時に借主､貸主立会いのも

とに､写真を撮るなどして､使用

開始時の損耗状況を記録してお

き､明渡し時の物件の点検には

両者が立ち合って原状回復部分

と自然損耗部分の区別を明確に

させることも一つの方法です。

それでもトラブルが起きてしま

ったら、双方で良く話し合うこ

とですが､当事者間で解決が難

しい場合は民事調停や少額訴訟

制度を利用してみるのも良いと

思います。

不動産業者の方々も、「後々

まで面倒見がいい」と言われる

ような、きめの細かいサービス

を継続して地域顧客の信用を得

るよう努力していただきたいと

思っています。
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最近の美容業界は、カリスマ美容師ブ

ームなどがあり、世代交代が盛んで、新

規参入も増えています。一般業種で約

20％なのに対し、この業種では40％に

上ると思われます。

時間がある度に組合員に電話して、融

資、雇用労務の問題などについて相談を

受けることにしています。特に美容業界

は、労働時間の短縮が他業種に比べて非

常に遅れていますので、改善できるよう

力を注いでいます。

最近では融資が通らない方も増えてき

ています。過去あまりなかった例ですが、

焦げ付きなどの事故が起きると他の組合

員の方にも迷惑をかけます。そうならな

いよう情報を徹底的に集めて、片寄らな

い、的確なアドバイスを心がけています。

推薦状を書いた組合員が、融資を受け

られることになり、感謝された時が一番

うれしいです。

相談を受ける時は、とても慎重に行い

ます。相談者が来られる時は、誰もいな

い時間帯を選び、秘密厳守を徹底してい

ます。組合員に信頼されなければこの仕

事は務まりませんから。

お客様がきれいになれば、幸せに、そ

して元気になります。心が豊かになり、

安らかな気持ちで生活できます。家庭円

満が第一です！

美容を通じて社会に貢献したいと思っ

ています。高齢化社会に向けて、いつま

でも女性に美しくあってほしいと願いま

す。外見だけでなく心が元気になるよう、

福祉美容にも力を入れていきたいと思い

ます。

特相員だより――街の知恵、地域の心

島谷　長宗

時短、福祉美容にも心くだき／信頼得て的確なアドバイスを

□岡山県美容生活衛生同業組合・特相員□
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ザ
ー
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ザ
ー
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は
売
れ

な
い
」
と
、
な
お
改
良
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

グ
ラ
ム グ

ラ
ム

温
泉
水
で
日
本
酒
醸
造

長
野
県
上
山
田
町
の
ホ
テ
ル

清
風
園
と
須
坂
市
の
遠
藤
酒
造

場
が
協
力
し
て
、
温
泉
水
で
仕

込
ん
だ
日
本
酒
「
大
地
球
」
を

開
発
、ホ
テ
ル
で
発
売
を
始
め
た
。

七
百
二
十

入
り
で
本
醸

造
千
五
百
円
、生
原
酒
千
四
百
円
、

ど
ぶ
ろ
く
風
千
三
百
円
の
三
種
。

七
千
五
百
本
を
用
意
し
た
。

清
風
園
で
は
、
料
理
に
も
温

泉
水
を
利
用
し
て
い
る
が
、
日

本
酒
造
り
に
も
応
用
し
よ
う
と

共
同
開
発
に
踏
み
切
っ
た
。
温

泉
水
は
、
地
下
７
百

か
ら
く

み
上
げ
た
、
強
い
ア
ル
カ
リ
性

分
で
、
米
は
県
産
の
白
樺
錦
を

使
用
。
仕
込
ん
で
一
か
月
ほ
ど

で
順
調
に
仕
上
が
り
、「
や
や
甘

口
で
し
な
や
か
な
味
に
な
っ
た
」

と
い
う
。

地
球
か
ら
恵
ん
で
も
ら
っ
た

温
泉
水
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を

込
め
た
と
い
う
飯
島
社
長
は
、

売
れ
行
き
を
見
て
一
般
の
酒
店

で
も
販
売
し
た
い
と
い
う
。

メ
ー
ト
ル

リ
ッ
ト
ル

ミ
リ

そ
ば
食
べ
歩
き
ラ
リ
ー

埼
玉
県
秩
父
の
「
秩
父
そ
ば

の
会
」（
関
根
啓
三
会
長
、
加
盟

二
十
店
）
が
九
九
年
に
始
め
た

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
、
間
も
な

く
満
四
年
を
迎
え
る
。

そ
ば
の
会
は
、
三
百
年
の
伝

統
を
誇
る
「
秩
父
の
そ
ば
」
が
、

以
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
”全
国
区
“
を
め
ざ
し
て
、

九
八
年
に
発
足
。
ラ
リ
ー
は
、

加
盟
店
で
食
事
や
買
い
物
を
す

る
と
、
各
店
の
ス
タ
ン
プ
が
も

ら
え
、
二
年
以
内
に
十
八
店
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
加
盟

店
で
一
年
間
使
え
る
三
千
円
分

の
商
品
券
が
も
ら
え
る
も
の
。

関
根
会
長
に
よ
る
と
、
こ
れ

ま
で
に
約
二
百
人
が
ラ
リ
ー
を

達
成
。「
サ
ー
ビ
ス
の
経
費
が
お

い
つ
か
な
い
」
と
、
う
れ
し
い

悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
が
、
当
面

継
続
す
る
と
い
う
。

ラ
リ
ー
の
詳
し
い
情
報
は
、
同

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。（U

R
L
:

h
ttp
://sob

a-y
a.co.jp

/csa/
index.htm

l

）
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岡山県は、中国・四国の交通

の要衝にあり、当センターは、

情報発信基地として「ハート・

アクティブおかやま―活力に満

ち心の通う郷土づくり―」を目

指しています。1983年４月に

発足、13生衛業種組合、組合

員6,579人（2002年 3月現在）

です。全国唯一の女性理事長の

もと、減少傾向にある組合員数

問題や、後継者問題などで、誠

実なアドバイスを心掛けていま

す。2001年８月にホームペー

ジを開設、ビデオや本のライブ

ラリーも設けました。生衛営業

の発展、消費者の環境の向上、

地域づくりに寄与するため、各

組合が協力しています。

■経営相談･指導事業

生衛各業種は、経営の工夫、

消費者ニーズに合った商品開発

と広報が求められています。

センターでは、経営指導員が、

施設の新設や改築などに伴う経

営、設備資金貸付、営業開設に

かかわる相談指導を、各地の経

営特別相談員は、経営、金融、

税務、経理、衛生、後継者対策

などに関する相談や助言、振興

貸付、一般貸付、小企業等設備

改善資金貸付などの相談や助言

を行っています。

相談は、2000 年度 577 件

1,731 項目、2001 年度 529 件

1,685項目でした。2001年度の

項目別では、金融320項目で、

全体の18%、税務・経理368項

目20%前後、衛生252項目16%、

経営288項目17%です。厳しい

経済環境の中、各事業者は工夫

して経営しています。

■融資相談事業

一般貸付申し込みは、2000

年度129件、2001年度391件。

業種別には各年度では、飲食業

96件、158件、美容業12件、29

件、理容業10件、20件です。

一般貸付の斡旋は、センター

が直接受けています。生衛業一

般貸付申込申請業務は、2001

年度からは融資推薦書発行業務

を行っています。発行は、2001

年度106件。申請は、飲食業の

新規開業などが多く57%でし

た。次いで美容業理容業が13%

と少なくなっています。

■衛生環境激変対策特別融資

牛海綿状脳症は、飲食業、食

肉販売業などに大きな影響を与

えました。運転資金確保のため、

2002年10月末までの生衛業特

別融資の申し込みは67件、総

申し込み額58,700万円で、制度

が十分に活用されました。激変

特別貸し付けは、新規申し込み

だけ扱っており、他は各生衛同

業組合が推薦しています。

■税務相談事業

税理士を顧問に、可能な限り

申し出者の都合に合わせて相談

が受けられるようにしていま

す。毎年5～10件程度です。

■経営診断事業

毎年6件程度です。経営刷新、

後継者問題などについて、業者

からの要望に応えるため、中小

岡山県生活衛生営業指導センター

リポート〈センターをたずねて〉

◇宝蔵　史朗・専務理事に聞く◇

岡山市表町２-６- 37

理 事 長　眞田　悦子氏

専務理事　宝蔵　史朗氏

職 員 数　５人

（うち経営指導員３人）

眞
田
理
事
長（
左
）と
宝
蔵
専
務
理
事

広報紙「生活衛生おかやま」
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岡山県生活衛生営業指導センター

女性理事長先頭に、地域づくりに多様な試み

企業診断士に委嘱して指導･助

言を行っています。業界は、業

種、規模、立地条件などが多様

で、大規模店舗の進出による競

争の激しい地区も多く、厳しい

経営環境の中にあります。

■小企業等設備改善資金特別貸

付審査事業

毎月、審査しています。件数

は2001年度33件で、理容業、

クリーニング業、飲食業、喫茶

飲食業、社交料飲業などが多く、

この3年間は大きな変化はみら

れません。

■標準営業約款

登録者数は2002年3月末現在

2,253件で、理容業1,203件、美

容業970件、クリーニング業80

件です。登録数は、全体的に減

少傾向にあります。このため、

関係組合、県市町村を通じてS

マークの普及、登録推進の広報

に努めています。

■生衛業活性化促進事業

生衛業者は、地域の活性化を

図るため、生活圏単位のまちお

こし育成を支援しています。最

近では、岡山後楽園の「築庭

300年記念元旦市」、ゴールデ

ンウイークには、ロング巻寿司

への挑戦会、県北の冬を彩る温

泉と郷土料理でもてなす鍋祭り

などに参加しました。

■情報機能整備事業

ホームページに組合情報を掲

載。2001年度からは、経営企

画ビデオも貸し出し、経営に役

立ててもらっています。

■研修会･講習会

国民生活金融公庫担当者、税

理士、中小企業診断士などを講

師に、生活衛生営業経営特別相

談員研修会を定期的に開いてい

ます。2002年度からは、当セ

ンターが、県の指定で経営特別

相談員養成講習会を開き、新た

に経営特別相談員を9人増やす

ことができました。

クリーニング師研修会・同業

務従事者講習会を県内3か所で

毎年実施しています。

■広報事業

センター広報紙「生活衛生お

かやま」を夏冬、各7,000部発

行、県の行政情報、当センター

事業のお知らせ、生衛業種の活

動状況などを掲載。税務相談ち

らしを、組合、県機関や関係団

体に提供、ホームページでも公

開するよう努めています。

各組合の組合員加入促進のた

め、広報紙、ホームページなど

の活用や、融資申込相談時など

に組合加入を促しています。

■生活衛生営業振興助成補助金

生衛営業の振興を図り、地域

の公衆衛生の向上、地域の活性

化、消費者の利益に役立つ事業

を各業種で行っています。

最近は、消費者の生活に関係

する生衛業界への関心が高くな

っており、次のような事業を行

っています。

食品販売時に衛生知識の普及

と表示の適正化推進▽食品リサ

イクル対策研修▽業種別消費者

参加型地域イベントの開催と需

要拡大情報収集▽飲食業関係消

費者意識の情報収集研修▽社会

福祉の増進を図る飲食業界の役

割＝高齢者福祉需要開拓研修、

高齢者障害者サービス提供研修

▽理容･美容技術研修、技術コ

ンクールの実施

▽岡山県生活衛生営業指導セン

ターのホームページ：http://

www.seiei.or.jp/okayama/

岡山生活衛生営業指導センターのオフィス
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ティー ブレイク

前
回
、
狛
犬
は
屋
内
に
置
か
れ
る

木
造
が
中
心
の
「
神
殿
狛
犬
」
と
、

屋
外
に
置
か
れ
る
石
造
り
の
「
参
道

狛
犬
」
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。

文
化
財
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る

狛
犬
の
多
く
は
神
殿
狛
犬
で
す
。
参

道
狛
犬
は
歴
史
が
浅
い
た
め
か
、
管

理
者
で
あ
る
神

社
で
さ
え
「
文

化
財
」
と
し
て

の
認
識
は
一
般
に
低
い
よ
う
で
す
。

拝
殿
よ
り
奥
に
あ
る
狛
犬
を
撮
影
す

る
た
め
に
、
神
主
さ
ん
に
許
可
を
得

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
狛
犬
の
こ

と
を
訊
ね
て
も
、
た
い
て
い
は
「
狛

犬
？
　
気
に
し
た
こ
と
な
い
で
す
ね

え
」
と
い
う
よ
う
な
答
え
し
か
返
っ

て
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
狛
犬
フ
ァ
ン
の
多
く
は

逆
に
、
木
造
の
神
殿
狛
犬
よ
り
も
、

石
造
り
の
参
道
狛
犬
を
愛
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

参
道
狛
犬
は
参
拝
者
か
ら
も
無
視

さ
れ
、
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
の
に

振
り
返
っ
て
も
も
ら
え
ま
せ
ん
。
同

じ
石
の
像
で
も
、
地
蔵
像
な
ど
は
足

下
に
賽
銭
が
置
か
れ
、
手
を
合
わ
せ

ら
れ
る
対
象
な
の
に
、
狛
犬
を
拝
む

人
と
い
う
の
は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
文
句
を
言
わ
ず
、
け
な

げ
に
風
雪
に
耐
え
て
神
社
を
守
っ
て

い
る
。
そ
の
姿
に
愛
し
さ
や
共
感
を

覚
え
る
の
で
す
ね
。

ま
た
、
屋
根
の
あ
る
と
こ
ろ
に
い

る
神
殿
狛
犬
と
違
っ
て
、
毎
日
雨
風

や
直
射
日
光
に
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
風
化
が
進
み
ま
す
。
特
に

出
雲
系
と
呼
ば
れ
る
、
日
本
海
側
に

多
い
狛
犬
は
、
砂
岩
質
の
石
で
で
き

て
い
る
た
め
、
脆
く
、
百
年
も
す
れ

ば
ボ
ロ
ボ
ロ
の
姿
に
な
り
ま
す
。

目
も
鼻
も
分
か
ら
な
く
な
り
、
か

ろ
う
じ
て
「
か
つ
て
は
狛
犬
だ
っ
た

ら
し
い
」
と
分
か
る
程
度
に
風
化
し

て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
私

は
こ
れ
を
「
ト
ル
ソ
ー
狛
犬
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

ト
ル
ソ
ー
狛
犬
は
価
値
が
な
い
の

か
？
　
い
え
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と

は
な
く
、目
鼻
が
な
く
な
る
こ
と
で
、

一
種
の
神
々
し
さ
を
帯
び
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
風
化
の

度
合
い
に
従
っ
て
、「
何
か

別
の
も
の
」
に
変
身
し
て
い
く
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。そ
の
姿
に
、

「
形
あ
る
も
の
が
次
第
に
消
滅
し
て

い
く
運
命
」
を
思
い
、
哲
学
的
な
気

分
に
浸
る
の
も
、
狛
犬
道
の
ひ
と
つ

で
し
ょ
う
。

ト
ル
ソ
ー
化
し
て
い
な
く
て
も
、

新
し
い
狛
犬
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
で

お
役
ご
免
に
さ
れ
る
狛
犬
も
い
ま

す
。
狛
犬
研
究
家
の
三
遊
亭
円
丈
師

匠
は
、
落
語
家
ら
し
く
、
こ
れ
を

「
先
代
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

先
代
の
扱
わ
れ
方
は
様
々
で
す
。

一
、今
ま
で
通
り
の
場
所
に
残
さ
れ
、

単
純
に
狛
犬
が
増
え
て
い
く

二
、
台
座
か
ら
下
ろ
さ
れ
、
境
内
の

隅
に
ひ
っ
そ
り
置
か
れ
る

三
、
完
全
に
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う

残
念
な
こ
と
で
す
が
、
実
は
三
の

ケ
ー
ス
が
い
ち
ば
ん
多
い
の
だ
と
思

い
ま
す
。
ど
れ
だ
け
の
名
品
が
今
ま

で
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
。

狛
犬
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
「
江
戸

の
逸
品
」
で
も
、
興
味
の
な
い
人
に

は
「
た
だ
の
粗
大
ゴ
ミ
」
な
ん
で
し

ょ
う
。
仏
像
な
ど
と
違
っ
て
、
簡
単

に
壊
さ
れ
、
捨
て
ら
れ
て
い
く
よ
う

で
す
。
そ
う
な
る
前
に
神
社
関
係
者

や
氏
子
た
ち
に
狛
犬
へ
の
興
味
を
喚

起
さ
せ
る
こ
と
や
、
写
真
に
収
め
て

存
在
証
拠
を
残
す
こ
と
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
狛
犬
鑑
定
団
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

http://kom
ainu.net

（
狛
犬
鑑
定
団
団
長
・
鐸
木
能
光
）

ト
ル
ソ
ー
狛
犬
と
「
先
代
」
た
ち

栃木県の岩船山山頂にいるトルソー
狛犬。神社が跡形もなくなった山の
頂上に、今なおこうして生きている。

栃木県加園八幡神社の先代たち。参
道には大正４年に建立された大きな
狛犬がいて、社殿横の土の上に放置
されている。

生衛ジャーナル1月号_pdf  03.1.28 15:35  ページ 22



生衛ジャーナル　2003/1 23

ティー ブレイク

最
近
、
あ
る
人
か
ら
収
穫
し

た
ば
か
り
の
野
菜
が
、
段
ボ
ー

ル
箱
い
っ
ぱ
い
送
ら
れ
て
き

た
。
送
り
主
は
、
以
前
取
材
し

た
相
手
。
ダ
イ
コ
ン
に
ニ
ン
ジ

ン
、
た
ま
ね
ぎ
に
白
菜
な
ど
、

新
鮮
な
野
菜
は
お
い
し
か
っ
た

も
の
の
、
夫
婦
二
人
で
、
し
か

も
共
働
き
の
家
庭
に
は
多
す
ぎ

た
。お

す
そ
分
け
し
よ
う
に
も
、

隣
近
所
も
共
働
き
で
、
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
な
い
。
む
だ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
料
理
を
し
た
が
、
結
局
使
い

切
れ
ず
、
腐
ら
せ
て
し
ま
っ
た

も
の
も
あ
っ
て
、
な
ん
だ
か
申

し
訳
な
い
気
分
に
な
っ
た
。

こ
ん
な
経
験
を
す
る
と
、
贈

り
物
と
い
う
の
は
、
改
め
て
難

し
い
も
の
だ
と
思
っ
て
し
ま

う
。「
自
分
の
贈
り
物
が
本
当

に
喜
ば
れ
て
い
る
か
」な
ど
と
、

時
々
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が

あ
る
。

日
本
は
何
か
の
お
礼
や
お
中

元
に
お
歳
暮
、
結
婚
、
入
学
、

卒
業
な
ど
、
物
を
贈
っ
た
り
贈

ら
れ
た
り
と
い
う
習
慣
が
、
ま

だ
ま
だ
根
強
い
だ
け
に
悩
み
も

深
い
。
物
の
な
い
時
代
な
ら
、

贈
る
物
が
あ
り
が
た
が
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
し
、
お
す
そ

分
け
だ
っ
て
喜
ば
れ
た
は
ず

だ
。と

こ
ろ
が
、
物
あ
ま
り
の
時

代
に
な
り
、
デ
フ
レ
で
な
ん
で

も
安
く
手
に
入
り
や
す
く
な
る

と
、
贈
る
こ
と
の
あ
り
が
た
み

が
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
い
く
の
も

事
実
だ
。

昨
年
、
新
聞
の
「
人
生
案
内
」

に
も
、
ご
近
所
に
分
け
て
い
る

野
菜
が
、
迷
惑
だ
と
思
わ
れ
て

い
て
悩
ん
で
い
る
主
婦
の
相
談

が
で
て
お
り
、「
確
か
に
」
と

う
な
ず
い
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
ど
う
い

う
工
夫
や
マ
ナ
ー
が
必
要
な
の

か
。贈

り
物
の
選
び
方
に
定
評
が

あ
る
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
に
話
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
彼
女
は
品
物
が

到
着
す
る
よ
り
前
に
必
ず
、
は

が
き
を
一
枚
、
贈
る
相
手
に
書

く
そ
う
だ
。

「
こ
の
た
び
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
心
ば
か
り
の

品
を
別
送
い
た
し
ま
し
た
」
と

季
節
の
あ
い
さ
つ
と
と
も
に
、

心
を
込
め
て
書
く
と
い
う
。
そ

う
す
る
と
、
相
手
か
ら
必
ず
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
お
礼
の
電
話

や
手
紙
が
来
る
と
話
し
て
く
れ

た
。「

要
は
気
持
ち
の
問
題
。
物

は
あ
ふ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

あ
と
は
贈
る
理
由
や
気
持
ち
が

ど
れ
だ
け
伝
え
ら
れ
る
か
で
、

あ
り
が
た
さ
だ
っ
て
変
わ
っ
て

く
る
は
ず
」
と
い
う
言
葉
に
、

思
わ
ず
う
な
ず
い
た
。
相
手
へ

の
気
持
ち
は
い
つ
も
忘
れ
て
は

い
け
な
い
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
山
元
　
彩
）

最近マナー事情

贈
答
前
に
出
す
は
が
き
の
心
遣
い

クレジットカード決済は 
私たちにおまかせください！ 

48時間 
早期決済 

SUNBRIDGE Fund Systemは 
クレジットカード加盟店様のカード売上代金が、原則48時間で指定口座に入金されるサービスです。 

＊営業代理店も 
募集しております。 

お問合せ 
ご相談は 

株式会社サンエイヂ 
URL http://www.sunage.co.jp

〒１００-０００６　東京都千代田区有楽町１-６-４ 
℡ ０３-５２５１-３９５３　 千代田ビル７F0120－9－88148

クル ハヤイ  48時間 

・安全なシステム運用　　各大手企業との提携による信頼性 
・設 備 投 資 不 要　　既存のクレジット決済端末機がご利用可能 
・事 務 の 簡 素 化　　加盟店売上報告書（日付別早期決済明細）を毎月郵送 
・新 規 加 盟 取 次　　クレジットカード会社への新規加盟をお取次 

決済の48時間化　　2金融機関営業日以内に、貴店のご指定口座に入金いたします。 
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アメリカンファミリー生命保険会社
〒１６３-０２３７東京都新宿区西新宿２－６－１　新宿住友ビル37階

AIU保険会社
〒１３０-８５６０東京都墨田区錦糸１－２－４　AIGタワー

株式会社エレベータシステムズ
〒１７１-００２１東京都豊島区西池袋３－29－９

株式会社弘環
〒１５０-００３１東京都渋谷区桜丘町29－7 ミノリハウスB－１

株式会社サンエイヂ
〒１００-０００６東京都千代田区有楽町１－６－４　千代田ビル７階

株式会社ダイワサービス
〒５５０-００１１大阪市西区阿波座１－５－16 大和ビル

株式会社トーコン・システムサービス
〒１１３-００３３東京都文京区本郷１－18－６　トーコンビル

株式会社ユニバーサルファミリー
〒１６４-００１２東京都中野区本町４－45－９　ユニバーサルビル

芝サン陽印刷株式会社
〒１０４-００３３東京都中央区新川１－22－13

社団法人日本サウナ協会
〒１０２-００８５東京都千代田区六番町１　番町一番館ビル２階

菅原印刷株式会社
〒１１１-００５１東京都台東区蔵前３－15－１

第一生命保険相互会社
〒１００-０００６東京都千代田区有楽町１－13－１

タカラベルモント株式会社
〒１０７-００５２東京都港区赤坂７－１－19 タカラ椅子会館内

中央法規出版株式会社
〒１５１-００５３東京都渋谷区代々木２－27－４

日本ハム株式会社
〒１０８-００７４東京都港区高輪３－25－23 京急第二ビル

日本標識株式会社
〒１４３-００１１東京都大田区大森本町２－４－９

季節の
うつろい

印刷した賀状は味気な

いと思いつつ、今年も

送り、送られた。宛名印刷も当たり前になった

が、受け取った賀状を見てみる。宛名は毛筆か、

ペン字か、印刷か―それで差出人の“たたず

まい”が見える気がする。

その直前、たくさんのクリスマスカードをや

り取りした。外国からのものは、大半が宛名シ

ール。事務的だが、あまり気にならない。

賀状もこうなってくれれば手間が省ける、と

思いつつ、さて2004年はどうするか―おっ

と、鬼が笑い出す。（今）

東京・上野東照宮ぼたん苑
に咲く冬ぼたん

▲

編集後記
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